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いつまでもあり続けるからこそ
時代が移り変わっていく中で、「これからもあり続ける存在」は、多様化したユーザー層にも強く訴求する要素です。ウエディ

ング業界では、その一つが神社挙式や和婚ではないでしょうか。数百年、千年以上の歴史を持つ神社は、初詣や七五三など地域住
民に親しまれている存在です。

そこで今回の特集では、神社挙式や和の結婚式の今を取材しました。未来へと引き継ぐ伝統を大切にしながらも、デジタル世代
でもある今の若い婚礼ユーザーに対して、どのようにアプローチし、その意義や価値を伝えているのか？ 建物などは確かに古い
けれども、時間をかけて磨き上げられたよさもあります。

取材では、ユーザーニーズを取り入れながらも、そうした強みをうまく引き出しながら、未来へと続く婚礼事業を展開している
事例を多く見聞きすることができました。さまざまな視点から深掘りすれば、たとえ和の会場でなかったとしても参考になること
が多いと思います。

に結びつくかどうかですが、仮にそうならな

くても入籍前のタイミングで神社と関係性

を持ってもらうことに意義があるとのこと。

出産後の初宮参りや七五三などの人生儀

礼の際に、再び神社を訪れてもらう機会創

出、ライフタイムバリュー（LTV）の提供

につながると捉えているそうです。

もう一つ、地方の会場に参考になりそう

な話を聞くことができました。大國魂神社

結婚式場は都心から離れた、配膳会のサー

ビス範囲外にあります。そのため自社で学

生や主婦のアルバイトを採用し、キャプテ

ンのアシスタントが務まるレベルまで配膳

のスキルを教え込み、当日の現場がしっか

りと回るような体制に整えています。

さらに婚礼サロンは四六時中、窓口に

詰めていなくても、今はオンラインでの

接客も一般化。そこで時短で働く業務委

託のプランナーを採用し、人手不足とい

う課題をクリアしています。実際の採用

にあたっては現場経験と人間力を見て決

めているそうですが、これまでの社員一

辺倒だった人事政策を転換し、潜在的な

人材の掘り起こしをすれば現場をしっか

りと回せるという事例ですね。

婚礼以外のさまざまな魅力も
積極的に情報発信

夫婦としての出発点、記念となる日を

過ごした場所として、いつまでもそこに

婚礼まで至らなくてもできる
入籍を機会としたファン作り

明治記念館は開館以来 80 年近い年月

を経て、近年には三世代で挙式する家族

も現れ始めているそうです。現在、新郎

新婦が重視する料理についても力を注い

でおり、時代のトレンドを考慮しつつ、

伝統的な日本の饗饌をベースにした祝膳

料理のエッセンスを守り続けています。

フォトウエディング需要に関してはコ

ロナ禍前から伸びていましたが、写真だ

けで神前挙式をしないカップルに対して

は、「結婚奉告参拝」を提案するようにし

たところ、その効果もあって現在は、フォ

トウエディングカップルのうち約 3～ 4 割に

該当する、年間約100 組が結婚奉告参拝

を行なうようになっているとのこと。

また、これまでは明治神宮の奉賽殿で

の挙式希望が多かったのですが、2021

年竣工の館内儀式殿がオープンすると、

館内儀式殿での挙式が 3 割近くまで伸

長。80 人が参列可能で、庭園に面して

いる開放感に加えて、挙式前のベールダ

ウンや挙式後のフラワーシャワー、折り

鶴シャワーなどが可能と、魅力を伝える

努力が実ってきているようです。

結婚式まで考えが及んでいない、入籍

婚予定のカップルに対しての提案では、

大國魂神社結婚式場も「婚礼入籍参り」

を勧めています。この後に挙式や披露宴

あり続けるのが神社挙式の魅力です。し

かしそもそも神社は、さまざまな祭礼や

行事を行なっており、結婚式はその中の

一つでしかありません。そんな神社のい

ろいろな行事を広める意味から、近年に

は SNS を使った情報発信に力を入れる

例が増えています。

上賀茂神社結婚式場では、神事につ

いて詳しく紹介し、英語とフランス語

のページまで作成しているそうです。

Instagram も結婚式に関する情報だけ

でなく、四季折々の景色を一年追って

撮った画像や動画を 1日 1投稿目標で掲

載。特に若い世代を中心に好評なのが

Instagram で、フォロワー数は婚礼部

が 7000 人、上賀茂神社では 4万人に増

加。魅力をより多くの人に伝えるために

ビジュアルアップとストーリー戦略に注

力し、Instagramなど時流に合った SNS

ツールを駆使し、さまざまな情報を発信

し続けています。

また、婚礼の運営面では、ヘアメイク

スタイリストや和装着付け師スタッフな

ど美容部門の人手不足があると、新婦の

満足度を上げることが難しくなる。その

ため、プラン料金を値上げし、その分を

提携する美容室に還元。意欲的に働いて

もらえるような環境作りにも取り組んで

いるそうです。

平安神宮会館では、素晴らしい眺めの

神苑をはじめ、随所にフォトジェニック

なロケーションがあることから、それら

を積極的に SNS などで情報発信してい

ます。さらに披露宴会場から美しい庭が

見えるようリニューアル。折り上げ格天

井や御影石の大理石のフロアにするな

ど、モダンな京都の伝統美を感じられる

空間となりました。それにより、以前は

挙式のみのカップルが多かったところ、

今ではそのまま会館で披露パーティーを

開くカップルが増えています。

加えてトレンドの演出であるファース

トミートやファミリミートなどもできる

よう、動線やオペレーションを改善。新

郎新婦の憧れがかなうことを訴求するこ

とで、人気となっているようです。

インバウンド客増加により
新たなお客さま層開拓も

神社の付帯施設として、一般の婚礼

施設と組数を競い合うのではなく、次

元を変えた独自の方針で臨んでいるの

が報徳二宮神社・報徳会館です。地元・

神奈川県西部のマーケットは縮小傾向

にあることから、過不足ない「適正組

数」を目指す運営に切り替えています。

2015 年からは広告宣伝費にあまりお金

をかけずに、適正組数を意識して 1 日

の挙式も 2 組までに限定。コロナ前と

の比較では減収ですが、黒字幅はより

大きくなっているそうです。

対象となる顧客も、神社で結婚式を

挙げることに意味を感じてたどり着い

てくれたカップルとし、そうしたご縁

あるカップルが挙式した後、次の世代

が挙式をしてくれる、そんな長期戦略

で婚礼に臨んでいます。地方都市の中

規模の神社系会館では、そんな運営方

法もこれからの時代に合ったものかも

しれませんね。

ところで大阪の住吉大社では、大阪・

関西万博会場で神前結婚式を行なう

カップルを募集しています。世界中か

ら万博を見るために集まる人々の前で

行なう神前挙式ということで、取材中

も話題になっていました。今後の伸び

しろとして、インバウンド客による神

前挙式を期待する声も多かったです。

すでに国際結婚のカップルが毎月の

ように式を挙げている現状があり、渡

航前に情報さえ届いていれば、ハネムー

ン中の外国人カップルが神社で純日本

風ウエディングを行なう事例も増えて

いくのではないかと思われます。

神前挙式の正しい情報をどのように

伝えていくか、通訳者の必要性などの

課題もあり、ハードルは決して低くな

いものの、訪日外国人旅行者は今後も

増え続けていくことが予想されます（グ

ラフ参照）。インバウンド客を「婚礼の

新たなお客さま層」として認識し、情

報発信を行なうことが、今後は当たり

前となっていく。そんな神前挙式の広

がり方もあっていいのではないでしょ

うか。

訪日外国人客数の推移（単位：万人）

 

特集「令和の時代の和婚」

参進などのシーンでは、列席者だけでなく一般の参拝客が目にすることで結婚式への憧れを醸成する機会が多いのも
神前式の大きな特徴だ（画像提供：平安神宮会館）
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